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８．用語集
分かりやすい言葉、表現を用いてＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．１）



前回会議を踏まえた方針作成における考え方
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構成項目 NO 詳細 策定上の留意点

全体

1 表現方法 分かりやすい言葉、表現を用いて方針を作成する。

2 効果
実施主体となる行政目線の効果だけではなく、市民目線の効果についても記載
し、また、直接的な効果だけではなく、間接的な効果についても勘案する。

3 デジタル化の恩恵
各年代や性別などに応じて、デジタル化の恩恵を享受できるようにする。また、
インフラの中に溶け込ませるなどし、市民が気付かないうちにデジタル化の恩
恵を受けられるような仕組みについても検討する。

策定の
背景と目的

4 国の動き 全体方針を策定する上で、国や道の動きも踏まえて検討する。

5 デジタルと災害 デジタル技術の活用促進と災害の関係性について整理する。

策定の視点

6 視点
市民がデジタル機器等を取り扱う場合、利用のしやすさなどの視点を導入時に
検討する。

7 デジタル人材の育成
デジタル人材の育成を図り、自治体職員だけではなく、市民も一体となってデ
ジタル化を推進する。

ビジョン
（基本方針）

8 市民目線のデジタル化
自治会や除雪など市民目線からのデジタル化や子育てに関するデジタル化につ
いて検討する。

9 インフラ整備
デジタル技術の活用のために、現状の通信網の整備状況などを整理し、農村地
域や公共施設等の今後の通信環境整備について検討する。

10 デバイド対策
誰一人取り残されない社会の実現に向けて、障がいのある人や高齢者等を含む
デジタルを利用するすべての市民が恩恵を受けられる取り組みを検討する。

工程表 11 取組の進捗状況 具体化される取り組みについて、進捗が分かるようにする。



方針の骨子案①
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１．策定の背景と目的

◆ 新型コロナウイルス感染症への対応において、社会全体で急速に進むデジタル技術への対応

に様々な課題が顕在化した。

◆ 人口減少や少子高齢化の影響により、人手不足や後継者不足を引き起こし、産業の停滞や縮

小、地域コミュニティ機能の低下などのおそれがある。

◆ 様々な課題に対し、柔軟・迅速かつ持続的に対応するために、業務の簡易化・効率化や効果

的な市民サービスなどが求められている。

◆ 大規模自然災害時におけるライフラインの寸断、また、大規模停電に伴い通信障害が発生し

情報収集への支障が生じた。

◆ 令和３年１２月に「自治体ＤＸ推進計画」、令和４年６月に「デジタル社会の実現に向けた

重点計画」がそれぞれ策定され、国が目指すデジタル社会の姿が示され、また自治体が重点

的に取り組むべき事項・内容が具体化。

背 景

◆ 今後、江別市におけるデジタル化に係る方針や具体の方策を定め、市が抱える課題等を解決

するとともに、地域社会の活性化等により質の高い暮らしを実現するため方針を策定。
目 的

デジタル技術の活用促進と災害の関係性ＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．５）

方針を策定する上で、国などの動きを踏まえるＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．４）



方針の骨子案②
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２．構成と期間

◆ 本方針は、ＤＸ推進における取組方針を示したビジョンと自治体ＤＸ推進計画における重点

取組事項等を踏まえた主な取組事項及び工程表で構成。
構 成

◆ デジタル技術の進歩は非常に早く、目まぐるしく状況が変化するため、本方針については期

間を定めず、国の動向等を踏まえ、必要に応じて適宜見直しを行います。
期 間

３．策定の視点

① 市民目線で考えるデジタル化

② 行政サービスの見直しによる市民の利便性向上に資するデジタル化

③ 市職員の業務効率の向上、働き方改革に資するデジタル化

④ 地域全体で進めるデジタル化
視 点

市民が利用しやすいシステムをＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．6）

直接的な効果だけではなく、間接的な効果をＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．2）

ＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．7） 自治体職員だけではなく、市民も一体となって



方針の骨子案③
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４．方針の位置付け

本方針は、国のデジタル社会の実現に向けた重点計画や自治体ＤＸ推進計画などを踏まえ、また、第７次江

別市総合計画において、江別市が取り組むＤＸ推進の方向性を示すものとして位置付けます。

５．ビジョン

本方針では、本市における課題や新たな生活様式への対応を図るため、４つの基本方針を掲げ、課題等に対

応するデジタル技術の活用を効果的・効率的に進めます。実施にあたっては、市民をはじめとした利用者の視

点・業務効率化の視点を踏まえて取り組みを推進します。

ビジョン

基本方針１ 日常生活を豊かにするデジタル技術の活用

基本方針２ 行政運営を効率化するデジタル技術の活用

基本方針３ デジタル技術を活用した新たな価値の創造

基本方針４ デジタル化の推進に係る環境整備

デジタル化の恩恵を気付かないうちに享受ＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．３）



方針の骨子案④
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６．推進体制

デジタル技術を活用した未来型政策の推進にあたり、総合的

かつ専門的な見地から意見を聴取し、本方針における各種政策

等への反映、進捗管理を行います。

江別市

外部人材の
活用

江別市
未来型政策
検討委員会

庁内
推進体制

◆江別市未来型政策検討委員会

市長を議長、副市長を副議長、教育長、水道事業管理者及び、

病院事業管理者並びに各部の長等を委員として構成する「江別

市未来型政策庁内検討会議」等において、本方針を踏まえた各

種施策等の決定、進捗管理を行います。

◆庁内推進体制

デジタル技術を活用した未来型政策の推進にあたり、総合的

かつ専門的な見地から意見を聴取し、本方針における各種政策

等への反映、進捗管理を行います。

◆外部人材の活用

７．工程表

本方針で掲げる４つの基本方針における具体の取り組みについて、スケジュールを示し、進捗管理を行いま

す。
具体化される取組の進捗がわかるようにＴＯＰＩＣ！（前回会議ＮＯ．１１）



【参考】工程表のイメージ
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方針 主な取組事項 令和５年度 令和６年度 令和７年度
【参考】

自治体ＤＸ推進計画に
おける目標時期

基

本

方

針

１

自治会のデジタル化 -

-

令和７年度

令和４年度

基

本

方

針

２

-

-

各取組事項について記載

調査・研究 実証

調査・研究

仮稼働

実装

各取組の具体の工程について記載

本稼働

自治体ＤＸ推進計画における計画期間


